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領家教育長   定刻となりましたので、ただいまから令和７年度第９４３回益

      田市教育委員会定例会を開催いたします。 

        それでは議事に入らせていただきます。 

 

 

第１ 会議録の承認 

領家教育長   前回定例会の会議録につきましては、委員の皆様には先ほど承

認いただきましたので、ご報告させていただきます。 

 

 

第２ 教育長報告 

領家教育長    ５月２４日から本日に至るまでの私が関わった行事を資料に

載せておりますが、今日はこの中から３点ほどご報告をさせて

いただきます。 

１点目は、５月２８日に行われました令和７年度島根県地

域の伝統文化助成決定の目録贈呈式に参加してまいりまし

た。これは、明治安田クオリティオブライフ文化財団がそれ

ぞれ日本全国様々な地域の伝統芸能について助成をしていた

だくというものです。今回は益田市の三谷神楽社中が対象に

なりました。伺いましたところ１７４件の申請がございまし

て、その中で５７件ということですからおよそ５分の２の割

合で選定されたところです。助成額の上限額７０万円をいた

だくことに決まったのは、５７件のうち２団体となってお

り、鹿児島県の伊作流鏑馬保存会と、それからこの三谷神楽

社中の皆さん方です。選定の理由は、旧美都町では毎年度秋

に美都神楽競演大会を開催しておられます。今回その三谷神

楽社中では「楠木正成」という演目を復活させたいという強

い思いのもと、代々その地域に伝わっている衣装、面を補修

する費用として助成を頂きたいということで、およそ約１０

０万円の予算のうち７０万円の助成が決定しました。 

当日は、明治安田クオリティオブライフ文化財団の担当者

の方が来られまして、「私は１つ任務（使命・目的）があり

ます」と言われました。その内容は、明治安田クオリティオ

ブライフ文化財団の地域の伝統文化という広報紙の表紙を三

谷神楽社中の皆さんに飾ってほしいということでした。三谷

神楽社中の代表の方が快く取材に応じられ、撮影も無事に終

わりました。島根県内の大勢の明治安田生命の方たちも来て

くださりました。今回の大阪万博でも石見神楽が披露され、
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浜田市の団体が５５頭の大蛇を登場させるなど、益田市も今

度７月末に２日間にわたって大阪万博で披露します。大阪万

博での披露が終了した翌日は高槻市で公演をする予定です。

石見神楽を盛り上げていただくいい機会になるというのが１

つ目でございます。 

２つ目は、６月３日に行いました島根県立高校益田コンソ

ーシアム第１回役員会についてのご報告です。これは、未来

の担い手育成コンソーシアムというのを立ち上げており、そ

の中から独立して同じような活動をするものとして、昨年度

スタートし、今年度このコンソーシアムで実際に様々な活動

をするということです。今年度、取り組むこととして大きく

３つあります。益田市内にある各高校が地域に貢献している

こと、あるいは期待されていることを調査してみようという

ことが１つ目です。それから２つ目は、２つの島根県立高校

の入学者確保に向けて様々な取り組みをしてみようというこ

とです。３つ目は、これまでも取り組んでいますが、益田市

のライフキャリア教育の具現化も含めて、各高校の魅力化へ

の支援を行うことです。この２つ目の入学者確保に向けて、

今年度初めての取り組みとして、益田市内にあります島根県

立高校２校が合同で入学説明会をこの７月５日土曜日に市民

学習センターで開催されます。今各中学校で募集を始めてい

ます。これは、中学３年生の生徒だけが対象ではなく、中学

１年生から３年生まで、そして保護者にも来場いただきなが

ら、２つの島根県立高校がどんな特徴がある取り組みをして

いるのかを紹介しながら、この後の夏休みのオープンスクー

ルにつなげていくことを目的に、２つの高校がそれぞれで力

を合わせながら魅力化に関わっていく取り組みを始めていく

こととしております。また、今年度は卒業後の進路状況を把

握すること、あるいは２つの学校にどんなイメージを持って

いるとか、そういう調査も含めておこなう計画で進んでおり

ます。 

最後は、６月２０日午後３時からありました写真集寄贈式

です。ふぉとみという益田市で活動しておられる写真女子の

団体の方々から写真集５点を益田市立図書館に頂きましたの

で、その贈呈式に参加してまいりました。むらいさちさんと

いう写真家の方を去年の１１月９日、１０日に益田市にお招

きして、ふぉとみの皆さん、高校の写真部の皆さん、それか

ら一般で参加してくださった皆さんで撮影会を開催されまし
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た。１１月９日は益田市駅前周辺を中心に、桐田醤油屋の建

物、それからキャバレー赤玉の屋内などが素敵な撮影場所に

なったそうで、日本に２つしかないキャバレー赤玉について

は、広島からわざわざ参加いただき、その赤玉のテーブルに

置いてあるグラスを撮影することで、とてもきれいな写真が

撮影できたそうです。このむらいさちさんという方の写真の

色がとてもきれいなので、益田市の図書館にありますのでぜ

ひご覧いただければと思います。 

６月２８日土曜日には、日本遺産フォトコンテストを開催

していますが、それにもふぉとみさんが加わってくださって

います。写真撮影だけでなく多岐にわたる活動をしている団

体でございます。準備等が整いましたら、いつかその日本遺

産の写真のコンテストと作品展も行うことにしておりますの

で、文化振興課から皆さんに案内があると思います。以上、

たくさんある中で３点ですけれど、私がこの間関わった報告

についてご説明をさせていただきました。 

続きまして、６月に頂きました寄附・寄贈について２点あ

りましたのでご紹介をさせていただきます。ふぉとみ様につ

きましては、先ほどご紹介したとおりです。もう一点は、毎

年度頂いておりますが、日本公衆電話会から益田市内の小学

校５年生と、教職員を対象に約６６０冊こども手帳を頂きま

した。これは、子どもたちが社会の一員として自分の身を守

ることを目的に冊子としてできているものです。日本公衆電

話会ですから、いざ何かがあったとき公衆電話をどのように

使うかの説明もありますし、ＳＮＳで自分の身を守るための

方法、あるいはＳＤＧｓのために何ができるのか、社会の一

員についての記載が多様に書いてあります。学校で夏休み前

の指導に活用していただくのももちろんですが、持って帰っ

たその冊子を家族の皆さんで一緒に見ながら、話題にしても

らえるとよろしいのではないかと思いました。益田市は８年

連続でこども手帳をいただいておりまして、最初に贈呈をい

ただいた子どもたちはもう高校３年生に成長しているので長

い取り組みだと感じました。以上、私の報告についてと寄

附・寄贈について、ご質問あるいはお聞きになりたい点とか

がありましたら併せてお話ししますが、よろしいでしょう

か。 
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第３ 議題 

議第１７号  感謝状の贈呈について 

領家教育長    それでは、これから議事日程第３議題に移らせていただきま

す。 

本日の会議ですが、議事案件が１件、報告案件が２件となり

ます。 

それでは、議第１７号感謝状の贈呈について事務局より説明

を求めます。 

岡﨑課長     教育委員会の感謝状被贈呈者推薦書を提出しました。こちら

につきましては、本年５月２１日に益田市内のある方から図

書館の予算についてお問合せがあり、ぜひできるだけ幼児向

けや子ども向けの図書をさらに充実したいという旨を伺いま

して、額面にして１００万円の寄附をいただいたものでござ

います。これにつきまして、益田市教育委員会感謝状贈呈要

綱にあります第２条の２項に市の教育に資するため多額の金

品を寄附した方に対して感謝状を贈呈できることが規定され

てございますので、ぜひ感謝状として感謝の意を表していき

たいということから、今回議題としたところでございます。

内容については以上でございます。 

領家教育長    ただいま説明した件についてご質問等ありましたら伺いま

す。いかがでしょうか。 

森脇委員     こちらについては、本の購入後に益田市内の小・中学校や保

育所へご紹介等はどのようにされる予定でしょうか。寄贈をい

ただいたという情報や、幼保児向けの書籍が入荷したという情

報が伝わるといいと思いますが、いかがでしょう。 

岡﨑課長     現在も図書館と学校図書室との間では、新書の購入について

も協議しているところでございます。選書についても一任され

ておりまして、現在図書館の職員と、今まで人気があり傷んで

いる図書を取り替えたいというものや、改めて新書として購入

したいというものも、今時間をかけて選書しているところで

す。そういった図書が入荷次第寄附いただきましたご本人にも

報告しますが、利用者の皆さんにもより広く、まず知っていた

だくことも含めて、情報発信をしっかりしていきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

領家教育長    そのほかいかがでしょうか。それでは、採決に移らせていた

だきます。 

         本件につきまして賛成の方、挙手をお願いいたします。 

教育委員     ＝挙手全員＝ 
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領家教育長    ありがとうございます。賛成者多数のため、本件は承認され

ました。では、事務局は必要な手続を進めてください。 

 

 

報第１６号 第５７０回益田市議会定例会一般質問について 

領家教育長    続きまして、報第１６号第５７０回益田市議会定例会一般質

問について事務局より説明をお願いします。 

藤本部長     それでは、６月定例市議会で行われました一般質問の概要に

ついて報告をさせていただきます。１２名のうちの５名の方か

ら教育に関わる質問をいただきました。内容について簡単にお

話をさせていただきます。資料と併せてご覧いただけたらと思

います。 

まず、お一人目が豊田議員さんからです。豊田議員さんから

は、昨年度実施しました夏フェスの際に設置された福祉ブース

について、益田市内の高校生が介護ロボや車椅子、高齢者疑似

体験を実施したり、介護技術コンテストの様子を記録した映像

の上映等をされたり、あと包括連携協定を締結している美作大

学の学生もスタッフとして参加し大盛況であったことから、今

年８月に開催する夏フェスへの教育長の意気込みについてのご

質問でございました。回答といたしまして、開催の目的につい

ては、益田市のひとづくりの取り組みを多くの人に知っていた

だくこと、そのコンセプトとして益田市ひとづくり協働構想の

具現化を基本としており、３つの視点の目指す人の姿を大切に

発信していきたいということです。また、今年度は「たくさん

の育ちがあふれ出す」をテーマとし、どんな人が育っているの

かの見える化とその育ちの土壌や仕組みについて知る体験場づ

くり、新たなつながりや学び、対話が生まれる場づくりなどを

表現できるよう検討を進めている状況を実現し、情報発信につ

いては、益田市が持つあらゆる広報媒体を駆使し「ひとが育ち

 輝くまち 益田」のイメージの浸透が図られるよう効果的に

発信し、昨年度同様来場者との触れ合いや対話の機会をつくっ

ていきたいと教育長が答弁されました。 

続きまして、河野議員さんです。河野議員さんからは、小・

中学校の環境整備について、特別教室への冷房設備設置の検討

状況と設備更新と具体的な計画についてのご質問でございまし

た。まず１点目、検討状況についてです。答弁といたしまし

て、学級数や児童・生徒数、特別教室を多く抱える学校が特別

教室を頻繁に活用していると考えられ、調査対象を検討した結
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果、児童・生徒数が１００人以上で特別教室を多く抱える益田

市内小学校６校、中学校４校を対象としてエアコンが未設置の

特別教室、小学校３０室、中学校３３室ある状況を調査いたし

ました。調査方法としては、令和６年度の実績に基づき、教科

ごとの授業実施時間数に伴う特別教室の年間使用回数を調査す

ることにより活用頻度を求めるとともに、学校へも優先すべき

教室の希望も伺ったところであると教育長が答弁いたしまし

た。 

２点目については、トイレの整備と並行した早期の計画が必

要であるという河野議員さんの考えというところで、検討状況

を踏まえた特別教室の整備方針と具体的な計画を示してほしい

との内容でございました。これについての答弁であります。調

査結果により必要性の高い教室への設置を考えるとともに、こ

れまで開口部が大きいことからエアコンの設置を見送ってきた

小・中学校の学校図書室への整備について検討を進めていくこ

とと、限られた財源の中でまずは優先的に進めることとしてい

る学校トイレの改修などを踏まえ、具体的な計画の策定に向け

引き続き研究していくことを教育長より答弁いたしました。 

続きまして、大久保議員さんからの質問です。第２次ますだ

食と農の基本計画における食と農に関する理解の増進につい

て、教育行政としての取り組みを問う内容でした。学習指導要

領の位置づけについて触れ、具体例として総合的な学習の時間

における地域や学校の特色を生かした食と農の学習について、

都茂小学校のアイガモ農法による米作り、それから農林水産課

の事業を活用して行いました豊川小学校３、４年生が社会科の

時間で農業に従事する大人との対話交流学習としてのブドウ収

穫体験等を紹介し、その中でお客さんがおいしいと言う一言に

苦労を忘れるほどの生きがいややりがいを感じるという生産者

のお話などを生かすことで、子どもたちが食と農が果たす役割

の重要性を理解し、持続可能な社会の実現に向けて、それを支

える一員となるよう取り組みを続けていくことを教育長よりお

答えいたしました。 

２点目は、学校給食における益田産食材の使用割合を増やす

対策についての質問です。食材の益田産使用割合の３年間の推

移を説明し、これまで益田産食材の活用に対し益田市が予算を

措置したり、献立作成時に益田産食材の使用を増やすような工

夫をしたりすることによりまして、一定程度の使用割合が増え

てきましたけれども、人々の努力のみならず自然現象に起因し



9 

て出荷量が減ることも使用率の増減などが要因となっているこ

とをお伝えし、今後の取り組みとしまして、この秋を目途に益

田市学校給食会、農林水産課とともに生産者や卸業者と学校給

食の使用可能な食材の出荷時期などの情報共有を行う場を設

け、これまで以上に連携を深めていくことをお伝えしたところ

です。 

それから、３点目です。有機農産物を学校給食の食材として

利用することの考えについてのご質問です。益田市におきまし

ては、３，０００食を超える食数を調理する益田市の学校給食

では栄養教諭による献立作成が２か月前から行われているこ

と、それから使われる食材は数量や大きさ等が安定的に確保さ

れることが必要であり、２か月前までには必要な食材の調達を

見通せることが条件であるというところがあります。そして、

保護者から全額給食の材料費を賄っているため納入価格も調整

が必要となることから、現時点では学校給食への利用には幾つ

かの課題があるという認識を持っている旨を教育長より答弁い

たしました。 

続きまして、河本議員さんです。農業振興についての関連の

中で、教育部に関しましては、昨年度給食費を値上げしている

けれども、本年度既に米の買取り価格が上がる方向性が出てい

る状況下で、学校給食への影響についてはどうだろうかという

ご質問でした。学校給食会とＪＡで米を契約しておりますけれ

ども、現時点におきましては、昨年の秋からの契約額につきま

して、値上げはなく変更がない状態でございます。そういった

ところから、現時点では給食への影響はない現状をお伝えし、

今後新米が出てくる秋以降、契約額のさらなる上昇が見込まれ

る中で、島根県が支援する給食費緊急支援事業の活用や価格上

昇を吸収する献立等での工夫をすることなどによりまして、米

飯の日数を変えることなく必要な栄養摂取量の基準を満たした

給食の提供に努めるとお答えをいたしました。 

最後ですけれども、阿知波議員さんからのご質問です。ま

ず、産業経済部に対して、外国人就労者の現状や就労者への対

策等について質問され、その後に、教育部につきましては外国

籍を持つ児童・生徒が存在しているかどうかというお尋ねでし

た。回答といたしましては、益田市内小・中学校に在籍してい

る外国籍を持つ児童・生徒数は、令和７年５月１日現在で小学

校７名、中学校２名、合計９名であるとお答えいたしました。

以上、簡単ではございますが、回答について説明をさせていた
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だきました。 

領家教育長    それでは、ただいま説明した件につきまして、ご質問等あれ

ばお願いいたします。よろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝ 

 

 

報第１７号 令和７年度６月益田市一般会計補正予算について 

領家教育長    続きまして、報第１７号令和７年度６月益田市一般会計補正

予算について事務局より説明をお願いします。 

田原課長     いじめ・不登校等対策推進事業費ということで、補正内容と

しましてはスクールソーシャルワーカー活用事業委託額の増に

伴う増額ということで、スクールソーシャルワーカーの活用に

あたりましては、益田市では島根県からの委託金と益田市の持

ち出しとを合わせて事業をしております。令和７年度について

は、島根県全体の予算が増額されたということをもって配分の

見直しがされ、９０万円の増額ということでこのたび補正をし

たところでございます。以上です。 

田中課長     私からは、市内遺跡発掘調査等事業費２２万円の補正となっ

ております。これは、埋蔵文化財包蔵地（七尾町）内住宅建設

に伴う発掘調査のための増額ということになっています。住宅

等を建設する場合、土地を深く掘って遺跡を傷めてはならない

ので、事前に調査をおこなうという事業になります。今回補正

をして調査を行うことになっています。以上です。 

領家教育長    ありがとうございました。ただいま説明した件につきまし

て、ご質問等あればお願いいたします。よろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝ 

領家教育長    それでは本日予定しておりました議事全てが終了いたしまし

た。これをもちまして第９４３回益田市教育委員会定例会を終

了させていただきます。本日はありがとうございました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

＝終了時間 １５時４０分＝ 


